
 

 
 
 

☆ 学校教育目標 「自ら学び、心豊かでたくましく、ともに助け合う児童の育成」  

☆ 子どもたちとめざすスローガン！ 「よく学び、よく遊べ！そして、助け合う 三川っ子！」 

                               発行責任者 校長 櫻井良敬 
 

 
◆三川っ子らしい態度を身につけよう 
 学習をはじめとして、生活・運動・学校行事の場で、自分たちがどうあるべきかを、これからど

んどん考えさせ、力をつけていきたいと思っています。自己をふり返るだけでなく、“これからど

うしていこうか”という新たなめあてをもつことが、大事になってきます。これからもがんばる

気持ちを継続できるよう、励ましていきたいと思います。 
 

 
◆三川っ子が１１月で目指してほしいこと    ◆灯火親しむべし：秋は涼しく夜長なので、 

：全校朝会での校長の話（概要）        灯火の下で書物を読むに適していること 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

旭市立三川小学校  児童数２０７名 

№７  平成２９年１１月６日（月） 

聴く力をつけよう 
「聴く」、この字はなんと読むかわかりますか？そ

うです。「きく」という漢字ですが、この漢字一文字

には四つの「聞き方」が隠れています。ちょっと考

えてみましょう。 

一つ目は、「耳」で聞く、です。 

二つ目は、「目」で聞く、です。 

三つめは、「心」で聞く、です。 

そして、四つ目が大切です。  

四つ目は「素直」に聞く、です。 

耳が、目が、心が、まっすぐな気持ちで聞き手に

なったとき、聞くことの楽しさや、大切さを感じる

ことができます。 

相手の話をよく聞き、よくわかることは、相手を

認めることであり、大切に思うことです。 

「聴く力」をつけることで、友だちや先生、いろ

いろな人とのかかわりを広げ、自分の心を大きくす

ることができます。 

また、１１月は読書の月です。心の栄養となる本

を、たくさん読みましょう。 

読書で豊かな情操を 
学校では、読書習慣づくりを目指して、朝の

自習時間に読書を行っています。学級にある

本や図書室の本をたくさん借りて読んでいま

す。今年度は、一人一人が読書通帳をもち、読

み終えた本を貯めています。本のページ数の

違いから１～３年生は３０冊、４～６年生は

１５冊ごとに読書賞を渡します。読書賞の子

の通帳を見ると、物語のシリーズものを読ん

だり、学習に関連した図鑑を読んだり、一人一

人の本選びの傾向が違うことが楽しいです。 

読書の秋です。「読書は子どもの言語能力を

高める」と言われています。すべての教科の基

礎は国語です。算数でも理科でも、問題を読み

取り、式をたて、観察結果を書くには、すべて

言語能力が要求されます。 
読書は、言語能力の中で、語い力や豊かな情

操を高めてくれます。 
いろいろな本を手に取り、読んでほしいと

思います。ご家庭でも、親子で読書をおすすめ

します。 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１月 行事予定 

２日（木） 全校朝会・吹奏楽部壮行会 
３日（金） 文化の日 

 ６日（月） 短縮４時間 
 ７日（火） 旭市小学校学習指導研究会 
９日（木） 旭市小学校音楽会 

１０日（金） 交通指導・安全点検日 
１３日（月） １年生生活科校外学習 
       クラブ活動 
１４日（火） 読み聞かせ 

ふれあい交流会（特別支援学級） 
１６日（木） 高台避難・引き渡し訓練 
１７日（金） 家庭教育学級合同学習会 
１９日（日） 健康体力づくりフェスティバル 
２３日（木） 勤労感謝の日 
２５日（土） ふれあい祭り8:00~11:45 
       学校評議員会 
２６日（日） 旭市青少年意見発表会 
２７日（月） 振替休業 

１２月 行事予定 

１日（金） マラソン大会（予備日４日） 

６日（水） 短縮日課開始（～１２日） 

７日（木） 個別面談開始（～１２日） 

２１日（木） 音楽集会（きらきらコンサート） 

２２日（金） 終業式 

旭市小学校音楽会 
○期 日 １１月９日（木）９:３０～ 

○場 所 東総文化会館 

〇楽 曲 スターライト・ウィンク 

〇演奏順 今年度は、４番です！ 

時間をかけて練習をしてきました。ぜひ、

会場にお越しください。 

校長のひとりごと ： つれづれなるままに 

「今日も絶好調です！」と、１年生が朝のあい

さつとともに元気な声を毎日発してくれます。朝

晩の気温が下がり、一日の寒暖の差が大きくなっ

てきましたが、自分の足でしっかり登校している

子がいます。息が白くなることを楽しんでいる様

子も見られます。校長は、何かの理由で車で登校

する子には、「明日は歩いて来られるといいな」と

いう思いを込めてあいさつをしています。昔か

ら、歩いて登校する子は生活リズムがあり、強く

なると言われています。三川っ子がみな歩いて登

校できることを願っています。 
 

 「様々な場面、状況において、子どもたち

が自ら感じ、考え、判断し、適切な行為を主

体的に選択し、実現することができる三川っ

子の育成を目指します」ということを、学校

だより№２でお知らせしました。 
 今、学校では６年生を中心に、５年生や４

年生に活動が広がっています。 
 どきどきタイムでは、１年生から６年生の

縦割りでグループを作り、ロング昼休みに活

動を行っています。 
 委員会活動では、委員会独自の活動が行わ

れています。例えば、体育委員会は、鉄棒や

ブランコの下の土を柔らかくしています。使

う人がけがのないようという心づかいです。

また、福祉委員会は、ボランティアを募って、

学校周辺のごみ拾いを実施しました。自分た

ちの地域をきれいにしたいという思いです。  

ボランティアと言えば、６年生を中心に、

５年生や４年生が協力して朝のボランティ

ア清掃（落ち葉掃き）を行ってくれています。 

         自分たちで何ができ 
るかを考え行動する 
自主的な活動です。 
 こうした姿が下学 
年に伝わり、三川っ子 
の心の軸を育てます。 


